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胞腎が誘発される。このモデルの腎において甲期に発現が変化ーする遺伝子をdi ffcrcnt i a Id i sp lay (0) 
;去にて4寅出した。
DDで差の山た3本のバンドをサブクローー・ニングした。そのうちのひとつは、発現の変化がノーザンブ
ロットで確認できたので、これをプロープとしてマウス腎cDNAライブラリーをスクリーニングした。約30
万個のプラーク・スクリーニングから12個の陽性クローンをとり、最長の2クローンで塩基配列を決定し
た。クローニングした1482bpのcONAは296個のアミノ厳をコード‘するopcnreading frameを含み、硫酸
転移酵素のひとつとして報告されているラットSじLTIC2とアミノ酸レベルで94.3%と高い相向性を示し、
SULTlC2のマウス型と考えられた。この遺伝子は、正常マウス臓器中では腎、ついで胃で特異的に発現
しており、他の臓器では発現がほとんど認められなかった。ラット腎におけるSULTlC2のmRNAの発現は、
DPT投与翌日から低下し、 2週間後も低下したままであった。
生体内での生弗.的基質および機能は明らかではないが、細胞膜や基底棋の構成成分プロテオグリカン等
の硫酸基の付加に関わっている可能性が考えられる。
論文審査の結果の要旨
ヒト家b女性嚢胞腎では、関連遺伝子異常が同定されている。 2-amino-4.5-diphenylthiazole(DPT) 
を飼料中に 1%混合して投与することによって、ラットで嚢胞腎が誘発される。このモデルの腎において
早期に発現が変化する遺伝下をdifferentialdisplay (00)法にて検出し、腎嚢胞発症との相関を検討し
た。
00で差の出た 3本のバンドをサブクローニングした。そのうちのひとつは、発現の変化がノーザンブ
ロットで確認できたので、これをプロープとしてマウス腎cDNAライブラリーをスクリーニングした。約30
万個のプラーク・スクリーニンクーから12個の陽性クローンをとり、最長の2クローンで塩基配列を決定し
た。クローニングした1482bpのcONAは296個のアミノ酸をコードするopcnreading frameを含み、硫酸
転移酵素のひとつとして報告されているラットSULTlC2とアミノ酸レベルで94.3%と高い相同性を示し、
SULTIC2のマウス型と考えられた。この遺伝子は、正常マウス臓器中では腎、ついで胃で特異的に発現
しており、他の臓器では発現がほとんど認められなかった。ラット腎におけるSULTlC2のmRNAの発現は、
DPT投与翌日から低下し、 2週間後も低下したままであった。 SULTIC2の生体内での生蝿的基質および機能
は明らかではないが、細胞膜や基底膜の構成成分プ口テオグリカン等の硫酸慕の付加に関わると考えられ、
細胞膜や基底膜の構成陣書が起こる可能性がある。そしてそれらの障害により腎に嚢胞が形成される可能
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性が示唆される。
この業績は実験的腎嚢胞の発生機序解明に寄与すると考えられ、博士(医学)の学位を授与するに値す
ると判定された。
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